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アポリネールのパロディ喜劇 働"コ
θ″ について(1)
伊勢 晃
I
アポリネールの死の直前,C口
“
ιιわル sθコ′力θ誌に詩人に関する以下のよう
な文章が匿名で掲載された.
一 Je reve hne piёce nouvelle.¨une grande piёce.u¨n drame.¨ou
plutOt meme trag6die,un grand trag6die.
一 Qui?Enin quoi?ⅢOnditl'autre.
一 Eh bien!il aura des"nces。e¨t il y aura aussi des princesses.¨et
des d6cors;des d6cors bleus,pas en carton.
一―En quoi?
一 Des d6corse¨de  princes.¨des pnncesses.
Et sur ces mots, ApolhnaiI)sbnferma dans un mutisme
syst6matique et,jusqu'a ce que son ami se d6cidat a s.en alle. il ne
prol“ra plus une parole。(1)
アポリネールの劇作に対する関心は,創作活動の初期から晩年に至るまで衰え
ることはなく,むしろより強くなっていたといえる.このことは戦地からパリの文壇ヘ
復帰したのちに執筆した劇作品の豊富さと以後も劇作を続ける意志があったことか
らはっきりと理解されよう0).ミシェル・デコー ダンが指摘するとおり3),アポリネール
が劇作品を数多く手がけるようになったのは,それが詩作品よりも簡単に成功を収
めることができると考えていたからではなく,演劇は詩も小説も拒むことのない表現
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のカテゴリー のひとつだということがわかつていたからである.詩人にとつて重要で
あったのは形式ではなく,つねに「新しさ」を探求する姿勢であり,それこそが創作
の原動力となっていた。総合芸術の確立を目指した詩人が映画という表現手段に
未来の芸術の可能性を見いだしたことも,当然のことであったといえよう。
このような創作の背景があるにもかかわらず,アポリネールの劇作品に関する研
究は,ルs口″賢瀾
“
ル h6sias以外ではほとんど行われてこなかったのが現状
である。特に彼の晩年の創作活動については,不当に排除されている感がぬぐえ
ない.しかし最近になつてようやく雑誌などで動猥盟θ″や θ♭I「Falrrぬ降叩 sの
特集が組まれるようになり,この時代のアポリネールの演劇作品の全体像を解明し
ょうという試みが始まった。
本稿では2回にわたつて,パロディ喜劇 a観留οyaを中心にしながら,アポリネ
ールと劇作品について考察するとともに,彼の晩年の創作活動の一端を明確にす
ることを目的とする.今回は,従来の研究を参照しながら,Osa″ο"成立の過程
を概観したあと,作品の構成と内容を検討するところまでを扱いたい.そして,これ
まで不当にJ卜除されてきた感のあるC観留ο″の作品としての意義を明らかにしょ
うと考える.
II
a観盟。yaは1918年8月に執筆されたと考えられている.しかし出版されたの
は1952年ロベール・マレの監修になるものが初めてであった。
アポリネールは 1918年のケルヴォワイアルでの休暇中に,ロシア・ディアギレフ
バレー団のオーケストラ指揮者であるアンリ・デフォスと出会う.この音楽家が曲を
つけることによつてθ観盟θ″はオペレッタとして完成したが,詩人の生前に公演さ
れることはなかつた。当時このディアギレフバレー 団は前衛的で国際色豊かな作品
を数多く上演しており, 1917年には,ピカソやサティらの協力のもとコクトー の
乃″ル をパリのシャトレ座で公演していた.ジャン=ジャック0ウー ドも述べていると
おり(0,この指揮者のレパートリー の多さと見識の広さをアポリネールが信頼したた
めに,台本を手渡したのかどうかは不明である。しかし, ユMaルの序文を書いた
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前衛芸術の旗手の,オペレッタという未知の分野に対する好奇心が,この幸運な
出会いを導いたことは間違いないであろう.アポリネールは死の約 4ヶ月前にあた
る 1918イ手7月 16 日本ナル化覇a盟であ Fraコ
“
訓野こ《La Renaissance de
rop6rette》と題した次のような文章を寄稿し,オペレッタの復権を強調している.
La renaissance de rop6rette.―― L'Op6ret e 6tait morte et voici
qu'elle renant.Elle nant de ces cendres comlne le ph6n破.Une longue pa破
avait 6mouss6 1e plalsir que pouvait procurer ce genre gaulois par
excenence. Une contre facOn de l'op6rette nous venait des pays
germaniques.D6sormais nous pourrons nous passer de cette exportation.
また同じ記事のなかで,デフォスのことも触れられている.アポリネールのオペレ
ッタヘの関心とデフォス自身が曲をつけることのできる前衛的な作品を探していた
ことが,attaコ。ya誕生の要因であつたといえよう.
オペレッタα観盟θ″は1923年にパリ市役所主催のコンクー ルにノミネートされ,
一部の聴衆の前で公演されたが,審査員の注目が集まったのは,デフォスのつけ
た曲に対してだけであつた.
LOaction met en scane un 6pisode galant de la vie du c616bre
aventurien IYoupes de com6diens, carnaval, travestissement des
personnages,seⅣent uccessivement de cadre aux p6rip6ties du sc6na」[o,
6crit dans la for】me de la com6die italienne. La musique en suit
scrupuleusement les d6veloppements, tour a tour 16gёre, amoureuse,
dramatique, ene t6moigne de la part du compositeur une excenente
souplesse de style.(5)
アポリネールの台本は低い評価しか得ることができず,舞台の面からは失敗であ
ると酷評されたG)。 パスカル・ピアはその著 均厖五n′ゴル のなかで,アポリネール
の劇作品として問題にできるのは Zθs tta麗瀾
“
ル h6siasだけであると述べた
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ぁと,atta″θ″ については以下のように断言している.
(。 .。)ιbsaコοya, qu・un livret dOop6ra 6crit dans llunique souci d'en
thler un peu dOargent et que sa lm6diocrit6 meme ne distingue pas de la
cOnfection des librettistes professionnels.(7)
渡辺淳もピアのこの意見と同じように,「《アポリネールと演劇》とのかかわりは,唯
一『ティレシアスの乳房』をめぐつてはじめて問題となるといつていい」(0と言い切る.
しかし,上述してきたとおり,デフォスはディアギレフ0バレー 団を代表する指揮者
のひとりであり,前衛的な作品を求めていたことを考慮すれば,凡庸な台本に対し
て曲をつけたとは考えにくい.金銭欲しさの執筆というピアの意見はあまりに短絡
的な発想だといわざるをえないであろう.α観盟ο"のパロディ演劇としての執筆と
オペレッタの台本としての完成は,アポリネールの新しい表現方式を探求する過程
に位置づけるほうがこれまでの詩人の活動からすれば正確なのではなかろうか.
このように 働sa″ο"は,劇作品として好意的に受け入れられているとは決して
言えない.しかし内容面からいえば,シュルレアリスム演劇 ルsコ′コθ力しsルs
隈 siasやその他の短篇作品にみられるようなアポリネールの代表的テーマであ
る,変身,男女の役割の交替,そしてユーモア,ゴー ロワ的な笑いなど,0観盟θ燿
はむしろアポリネール文学の特徴をすべて備えた作品であると言えよう.この点を
考慮しながら,その作品構成と内容を検討したい.
III
物語の舞台となるのは 18世紀イタリアのヴェネチアである.アポリネールはカザ
ノヴァの″挽
“
山
“
全8巻を所有し,愛読していたことがわかつており,その内容の
一部を作品に取り入れている.
アポリネールの 働 saコθ″で描かれる主人公の人物像は,反・ドンジュアン的で
あることが,まず物語の冒頭で述べられる.
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Don Juan /Etant tragique et triste /A・insi qu・un cha ‐huant. ノ
Longue est la hsteノDe cell s qui moururent pour lui◆
Mais moije ne fais pas de Ⅵctimes/Je suis le plaisむet non rennuiノ
Je comlnets des p6ch6s,non des crilnes./Je suis gai,tendre et charmantノ
Je suisle meユleur des amants/Carj'aime 16gerement。(9
実際のカザノヴァは,ベネチアに役者の子として生まれ,50年以上ものあいだ
ベネチアとパリを中心にして全ヨー ロッパを渡り歩いている.そのあいだ,「サンゴー
ルの騎士」を名乗りながら,賭博師,外交官,占い師,投機家などの仕事に携わる.
また何度も投獄された経験を持つが,その交流範囲は広く,君主や文人,科学者
や画家などからべてん師,放蕩者,貴婦人から娼婦に至る.抜け目のない才覚を
持ち,また広い教養を武器にして,自由奔放で数奇な生涯を送った.アポリネール
の α観盟θ〃 では,このような主人公の特徴が述べられることはないが,これはカ
ザノヴァという人物のイメー ジがすでに衆日の知るところであつたからであろう.
a観留θ″ では舞台として,イタリアとカーニバル,そして彼の貴族という地位と女
性とのアヴァンチュー ルの妙技などが特にクロー ズアップして記されている。クロー
ド・ドゥボンも指摘するとおり(10),ァポリネールが ″挽
“
山"を参照しているのは,
数種類の語彙と,ベリー ノが女性であると本能的に見抜くエピソー ドの場面に限ら
れる.語彙に関しては,イタリア語とくにカーニバルに関する特別な用語を使用して
おり,舞台装置としての外国語使用というアポリネールの特徴がよくあらわれている
といえよう(11).
カーニバルではいうまでもなく仮装することによつて,社会的身分を覆い隠し,
人格を変え,他人から本人であることを察知されないようにすることが可能である.
お互いの姿をさらしながらも,真実の姿は隠しあう場であり,それは,つねに対象に
対してはアンビヴァレントな意味,あいまいな情報のみが交換される特権的な空間
であろう.アポリネールは現実と非現実との境界に存在する新しい世界を描こうとし
ていたが,カー ニバルは,この異界を具現化したひとつの形であり,詩人が多大な
関心をよせ,多くの作品の舞台としていることは当然のことである。2).
atta″。 ではこの現実のなかの異次元空間がその主調音をなしている.上述
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したとおり,ベリー ノは女性でありながら男性を装い,多くの女性の心を魅惑してい
るが,カザノヴァは,彼が実際には女性であることを本能的に察知している。しかし,
カザノヴァはベリー ノの性のあいまいさのあいだで引き裂かれたままである.
Est‐il gar9on ou Gtte?/Que sait・on?etje gr」ne/Du d6sh de Savoin/
Au touchant nonchaloirノ]De s  tete pench6e,ノUn brin erarouch6e/Et
qu9oment de beaux yeuxノOt se lnlrent les cieux,/J'aicm quec.6talt cene
Qu'aurait la jouvencene/QuiJb【erdt mon c∝un
H61as!son air moqueur/Me it bientOt comprendre/Que,malgT6
son oe」tendre,C'6talt un jouvenceau。/Et colmm  n pauvre sot,ノJ'ai de
la peine a croire/Cette trёs simple histoire:/C'est un com6dien/Etje ne
connais rienノQu  ne SOit plus croyable。(13)
ここでは真偽の確信は存在せず,最終場面でベリー ノがベリー ナという女性であ
ることを確証することで大団円を迎え,カー ニヴァルも終わるのである。
われわれはここでa観盟θ″の副題である《com6die parodique》に注目したい.
ここでいわれるパロディー とは,原作 励 c力esの滑稽な模倣という意味だけでは
なく,この α観盟0″という作品自体のパロディー にもなっているという特殊な構造
を持つているように思われる.つまり第二幕に挿入されているもうひとつの劇《La
m6tamorphose galante》が働観"θ"本編のパロディー になつているのである.
即興と典型化された人物そして仮面の使用を特徴とするコメディア・デラルテ
(Commedia deu・Art )の雰囲気をもつ《La m6tamorphose galante》には羊
飼いのベルリー ノが登場する。フィリピーノ公爵夫人はこの羊飼いを愛している。ベ
ルリー ノはこの夫人に近づくために娘の姿に女装するが,嫉妬深い侯爵の策略に
よって,ふたりは狼に食われてしまう.ここで愛の神は次のように語る.
C)spectateurs,luyez le vice/]Et les incertaines amours!/C'est la
mOrale de tottourS!ノLa fable est t五ste et ses paroles/Chantent sur des
musiques lnolles/De hautbois,■ates et violes。(¨14)
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この《La m6tamOtthose galante》をみたカザノヴァは,愛の神の呼びかけに
答えるかのように,ジプシー女のロシネルラとのかりそめの恋を捨て去り,再びベリ
ーノを女性として愛し始めることになる.
CASANOVA
晨電′だanιttο′vecゴИり■形θ
Ce n'6tait pas une folie!/C.6tait une flle jOhe!ノV16nus etles Graces
n'ont pasノAutant d'appas!(15)
しかし,ベルリー ノはあくまで自分は男であると主張し,カザノヴァと激しい口論に
なる。カザノヴァは再びベルリー ノが娘ではないと判断し,張り手を食らわされた侮
辱のために決闘を申し入れる。しかし決闘の日にカザノヴァが重傷を負わせたのは
ベルリー ノではなく,男装してきたロシネルラと公爵夫人であつた.劇中劇 《La
m6tamotthOse galante》では,羊飼いベルリー ノが女装し,公爵夫人とともに狼
に襲撃される結末を迎えたが,これは変装による滑稽な結末をすでに予告するも
のであった.asaコοyaの最終場面で仮面をとったベルリー ノは,女性であることを
告 白する.それは言い寄る男性から逃れるための変装であった。《La
m6tamorphose galante》においてはベルリー ノが愛する女性とともに過ごすため
に女装していたことを考えれば,この劇中劇は α観盟ο″ の裏返しのパロディとな
つているのである.ここではカーニバルと演劇という,変装による虚偽の世界と現実
世界とが渾然一体となり,新たな次元の世界が構築されている.このような現実と
虚構の裂け目に生まれる世界はアポリネールの初期作品からすでにみられる特徴
であり,処女短篇集Zttr6轟″″θθι θフにおいては作品集の構成自体がこの
独自の世界を表現していることは拙稿で指摘したとおりである00。また,アポリネー
ルの映画シナリオL3Mレ励口θにおいては,新聞連載小説の記述が現実世界と
融合することによって生じる悲劇がその主題であった.この映画シナリオも当時よく
知られていた船乗りの物語を下敷きにしたものであり,C観盟ο"の場合と類似す
る(17).
もちろんa猥留θ"は原作励 absのパロディでもある.自由奔放に生きてき
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たカザノヴァは最後にベルリー ナと一生をともにすることを誓っている.そしてふたり
は愛し合う心情を吐露しあう.すると街の者たちが全員で繰り返し次のように唱和し,
対象となる人物への寛容的ともいえるユーモアによつて作品が閉じられている.
LES CITADINS
Quelle fOne aventure/D・un soir de carnaval!/Mais le plaisir ne
dure/Pas autant que le lnal!(18)
作品全体をつらぬく,このような快活で開放的な笑いは,まさにオペレッタという
形式に合致するものだといえるのではないだろうか.a観盟θ″には社会風刺が持
つような攻撃性はなく,コメディア0デラルテのパロディとユーモアをまじえながら,
アポリネールは人間社会の不条理を軽妙に描き出しているといえるのである.
Ⅳ
以上のように,パロディ喜劇a観盟ο″は,ァポリネール文学の特徴を十分に備
えており,物語の構成も綿密に考慮されていることがわかった.アポリネールにとつ
て θ観留θ"は,決して金銭のための急ぎの仕事ではなく,むしろ新しい表現形
式を模索するために必要な作品であつた。Lθsコ′口酢 sあ■πaasにみられる
ようなシュルレアリスムに直結する新しさや革新性はないが,″晩
“
I‐sという既
成の作品だけではなく,a%a″。yaという作品自体もパロディにしてしまう詩人独特
の方法とそこから生まれる新しい世界のありかたは,アポリネールの創作に一貫す
るものである.われわれは 税観留ο"に,彼の短篇作品や詩作品の延長線上に位
置する作品としての正当な評価をあたえなくてはならないのではなかろうか.
このことをさらに明確にするために,次稿では,アポリネールの劇作品全体を視
野におき,総合芸術としての演劇という点について,即興性や時空間の表現そし
て《ordre》と《d6sordre》といつた観点から考察したい.
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いと考えていた.qらp.1182.
(3)Michel D6cau血《Les trois tentations du poёte》,Maga″コθ」ιttrtte No.348,
pp.54‐56.
(4)Jean‐Jacques Heude《L  CasaコθИ  de Henry Defosse》,(2∠。18,p.42.
(5)claude Debon《Un prlx pour ιbs′コθ"livret d・
Apohalre musique de Henry
Defosse》,aス.18,p.25.クロー ド0ドゥボンは,この論究のなかで様々な資料を駆使しなが
ら, a限盟θyaの上演について考察を進めている。
C)わd,p.25.
(7)PaSCal Pia ∠poh′I″,p.161.
0)渡辺 淳「アポリネー ルと演劇―イテイレシアスの乳房』をめぐつて」,『ユリイカ』1979年1月
号,p.193.
(9)こなフ.,p.972.
(10)Claude Debon‐To―adre《Aponinaire lecteur de Sahon,Casanova et quelques
autres》,(3И.14,p.73.
(11)アポリネールの外国語使用が文体に及ぼす影響については,拙論「異界創造の技法からみ
たアポリネールの文体」,『文体論研究』45,日本文体論学会2000,pp.38‐47.で考察した。
(12)ダニェル0デルプレイユはアポリネール作品における仮装と仮面による文学的効果について
詳細に論じている。Daniel Delbren 4μ辺 憂ルθιgag παtt pp.505‐17.
(13)`なフ.,p.992.
(14)の。,p.998.
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(15)`ン.,p。1002.
(16)拙論 嘔H6艶siarq口θθ″夕の作品構造について …― 主人公の『死』という観点からの考
察一―」,『年報・フランス研究』26,関西学院大学フランス研究会,1992,
pp.15‐25。
(17)拙論 「AponinaiКと映画 ―― シナリオ五′3Mレz力θについて 一―」,『人文論究』45‐3,
関西学院大学人文学会,1995,pp.131‐142.参照.
(18)6ン.,p.1022,1024.
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